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○ＩＣＴ施工の実施状況
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土木工事におけるICT施工の実施状況

※「実施件数」は、契約済工事におけるICTの取組予定（協議中）を含む件数を集計。
※「実施率」は、ICT活用工事として公告した件数に対する割合
※複数工種を含む工事が存在するため、実施率算定に用いる工事件数は重複を除いている。
※営繕工事を除く。

＜国土交通省の実施状況＞

＜都道府県・政令市の実施状況（ICT土工）＞

○2024年度における直轄土木工事のICT施工実施率は、公告件数の約９割で実施。
○都道府県・政令市では、ICT土工の対象工事が増え、実施件数も増加している。
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■一般土木工事の等級別ICT施工経験割合
（2016年度～2024年度の直轄工事受注実績に対する割合）

直轄工事におけるICT施工の経験分析

○地域を基盤とするC、D等級の企業※において、ICT施工を経験した企業は、受注企業
全体の約６割と着実に増加している

○引き続き中小建設業者への普及促進の取組を実施していく

※直轄工事においては、企業の経営規模等や、工事受注や総合評価の参加実績を勘案し、企業の格付け（等級）を規定

数値は等級毎の2016年以降の
直轄工事を受注した業者数
（ ）内は一般土木の全登録業者数

・各地方整備局のＩＣＴ活用工事実績リストより集計
・単体企業での元請け受注工事のみを集計
・北海道、沖縄は除く
・対象期間は2016年度～
・業者等級は、2023・2024資格名簿より集計

全国
企業

地域
企業Ｃ・Dランク経験企業割合

58.4％＝
3,287社（直轄工事受注企業）

1,921社（ＩＣＴ施工経験企業）
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中部地整
全体三重県愛知県静岡県岐阜県⾧野県H29年度末

1192723282714ICT（土工)
受注者数

2254843585323全工事
受注者数

53%56%53%48%51%61%普及率

中部地整
全体三重県愛知県静岡県岐阜県⾧野県R５年度末

2294542675124ICT（土工）
受注者数

2926650737033全工事
受注者数

78%68%84%92%73%73%普及率
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



UAVによる測量

ＩＣＴ活用工事はアウトソーシングで実施する傾向

起工測量データ処理【N=521工事】

【N= 521工事】

３割が３Ｄデータを
作成可能

測量機器はあるけど測
量作業は外注が多い 測量作業は外注だけど

出来形管理は自社実施が多い
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

○小規模工事にむけた取り組み
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６．ICTアドバイザー制度

◯ ICT施工の経験企業を増やし普及拡大を図るため、未経験企業へのアドバイスを行うアドバイザー制度を展開。
◯ 令和７年３月31日時点で７地方整備局等（北海道、東北、関東、中部、中国、四国、九州）で実施。
◯ 令和７年４月１日から、沖縄総合事務局と沖縄県でICTアドバイザー制度を連携して設立し、ICTアドバイザー

の募集を開始。

○北海道開発局ICT・BIM/CIMアドバイザー制度
https://www.hkd.mlit.go.jp/ky/jg/gijyutu/slo5pa0000019hpq.html

○東北地方整備局ICTサポート認定制度
https://www.thr.mlit.go.jp/Bumon/B00097/k00915/jyouhouka/Th-
iconHP/ict-supportertop.html

○関東地方整備局ICTアドバイザー制度
https://www.ktr.mlit.go.jp/dx_icon/iconst00000010.html

○中部地方整備局ICTアドバイザー制度
https://www.cbr.mlit.go.jp/kensetsu-ict/bunrui.html

○中国地方整備局ICTサポート企業・団体登録制度
https://www.cgr.mlit.go.jp/kikaku/icon/index.html

○四国地方整備局ICT専任講師制度
https://www.skr.mlit.go.jp/kikaku/iconstruction/instructor.html

○九州地方整備局ICTアドバイザー制度

https://www.qsr.mlit.go.jp/ict/ict/support/adviser.html

中部地方整備局ＨＰより

中部地方整備局 ＩＣＴアドバイザー登録制度の例

■ＩＣＴアドバイザー登録者数

ＩＣＴアドバイザー制度 各地方整備局等掲載ＵＲＬ

施工業者、コンサル業者等どなたでも活用できますので、
お近くの整備局等のＨＰをご参照ください。

■ＩＣＴアドバイザー活動事例

３次元設計データの作成支援 ＩＣＴ建設機械の実技指導



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

○ＩＣＴ施工の基準類について
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ICT施工に関する工種拡大

令和８年度
（予定）

令和７年度令和６年度令和５年度令和４年度令和３年度令和２年度
令和元年

度
平成30
年度

平成29
年度

平成28
年度

ICT土工

ICT舗装工（平成29年度：アスファルト舗装、平成30年度：コンクリート舗装）

ICT浚渫工（河川）

ICT地盤改良工

ICT浚渫工（港湾）

ICT法面工（令和元年度：吹付工、令和２年度：吹付法枠工）

ICT付帯構造物設置工

ICT舗装工（修繕工）

ICT基礎工 （港湾）

ICT海上地盤改良工（床掘工・置換工）

民間等の要望も踏まえ更なる工種拡大

小規模工事へ拡大
（小規模土工）

基礎工（ 既成杭工）拡大
（鋼管ソイルセメント杭）

付帯道路施設工等
電線共同溝工

ICT構造物工
（橋脚・橋台）

（基礎工（既製杭工））

（橋梁上部）

（基礎工（場所打杭工））

（基礎工（矢板工））

ＩＣＴ擁壁工

ＩＣＴコンクリート堰堤工

（令和元年度：浅層・中層混合処理）
（令和２年度：深層混合処理）

（ペーパードレーン工）

（サンドコンパクションパイル工）

ICTブロック据付工（港湾）

（港湾）

ICT本体工（港湾）

令和７年度はICT法面工（植生基材吹付工）において、吹付厚さへの適用拡大に向けた検討を実施。

吹付厚さへの適用拡大検討
（植生基材吹付工）
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ICT法面工（植生基材吹付工）の適用拡大

◯ ICT法面工の内、吹付工において、現在の要領は法長や延長の計測について３次元計測技術を用
いた出来形管理を認めており、吹付厚さについては従来手法で実施している。

◯ 令和７年度は、植生基材吹付工において、吹付厚さの３次元計測技術を用いた出来形管理の適用
拡大を検討する。

◯ 代表箇所の計測では設計厚未満の箇所を全面で把握しきれないが、面計測では全面的に把握で
き、従来の検査孔・検尺による吹付厚の計測を省力化・あるいは不要になる。

イメージ

【従来方法】
スペーサーや目串により吹付厚さ
を確認しながらの施工
→高所作業となり危険が伴う

【提案技術】
オペレータがタブレット上のヒートマップにより
吹付厚さを確認しながら施工・施工管理を行う
→省力化・作業安全化が期待される

人力による出来形計測イメージ

LIDAR

ヒートマップ確認イメージ
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ＳＬＡＭ併用3次元計測技術の一例

回転するレーザースキャナで歩きながらリアルタイムで現況地形や構造物の形状を計測することができる、ハンディーなレーザースキャ
ナ。機器構成は、レーザースキャナと、レーザスキャナの姿勢を計測するＩＭＵセンサ、内蔵カメラ。

◯ 近年、SLAM（Simultaneous Localization and Mapping：自己位置推定同時地図作成）
技術を用いた地形測量が導入されつつあり、国土地理院より「LidarSLAM技術を用いた
公共測量マニュアル（令和7年4月改正）」が公表されている。

◯ この技術は、GNSS受信が無い環境下でも自己位置を推定でき、効率化が期待できるが、
出来形管理に用いるための基準類が未整備である。

◯ SLAM技術には、点群生成するための解析手法がいくつか存在する。出来形管理に適切
な精度で計測できる手法・計測方法を定める必要がある。

◯ ＳＬＡＭ技術を活用した3次元計測機器・ソフトウェアに要する機能・仕様や、計測結果の
精度チェック方法を検討し、これらを基準類に明記、施工管理で活用できる環境を整える。

LidarSLAM技術による出来形管理手法の検討

24



◯ デジタルデータを活用した出来形計測によるペーパレス化を引き続き検討していく。

デジタルデータを活用した出来形管理資料作成の効率化

出来形（基準高・偏差）の規格値との対比

規格値（設計値に対する出来形値の許容範囲）を
３次元化（可視化）した３Ｄスケールモデルを３次元
設計データ（BIM/CIMモデル）上に配置し、データ上で
３次元出来形データ（出来形測定データ）の合否及び
適合度（評価）を判定する。全てがデジタルデータ
であることから、管理帳票や図表は不要となる。

規格値スペース（基準高・偏心）

規格値プレート（基準高）

法枠寸法（高さ）の出来形データの測定

測定定規を模して３次元化（可視化）したロッドモデ
ルを施工基面データ上に配置し、３次元計測技術を
用いて取得した出来形点群データと重ね合わせ、ロッ
ドモデルで可視化した法枠高さを測定（確認）する。

ロッドモデル（法枠寸法：高さ） 25



民間等の要望を踏まえた基準の策定・改定について

◯ ICT活用工事において、新たな基準類をより早く整備するため、令和元年度より民間からの提案募集
をはじめ、令和６年度までに３２技術を基準類に反映した。

◯ 引き続き国土技術政策総合研究所にて随時募集を行っており、 応募前の事前相談についても受付中

施工又は施工管理（出来形管理等）において安
全性又は生産性が顕著に向上するICTにかかる
提案

提案から提案の活用までの流れ

Ⅰ 机上調査
提案書の提出・ヒアリング

Ⅱ 現場調査
精度検証、効果確認等

Ⅲ 提案の活用
○基準類の改定案
○要領の創設 【※】

○継続調査

事前相談（随時受付中）

募集内容

国土技術政策総合研究所
社会資本マネジメント研究センター
社会資本施工高度化研究室
HP：https://www.nilim.go.jp/lab/pfg/index.htm
募集要項：
https://www.nilim.go.jp/lab/pfg/kijun/pdf/bosyuu
youryou.pdf

随時受付HP掲載場所

※既存の基準類の改定とは異なる活用策となる場合
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施工のオートメーション化 ロードマップ（案）

施工の省人化
2027（R9）以降2026（R8）2025（R7）～2024（R6）

①ICT施工

②施工データ活用
（ICT施工StageⅡ）

③遠隔施工

④新たな施工技術
（チルトローテータ）

施工者希望型

省人化建設機械認定による普及促進

試行（効果検証・活用ケース拡大）

試行工事による活用効果等調査

発注者指定

実工事での活用事例蓄積

通信設備等の利用環境・
活用効果調査

活用拡大

施工者希望型
（土工・河川浚渫工以外）

発注者指定
（土工・河川浚渫工は原則化）

発注者指定
原則化対象工種を順次拡大

施工者希望型 順次縮小

基準要領類の策定・拡大

施工者希望型

発注者指定

活用推進

要領等整備

本要領策定

注）技術開発・導入状況等により随時見直し
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○ICT土工、ICT浚渫工については、令和７年度より原則化
○ICT舗装工、地盤改良工について、原則化に向けた検討を実施していく

①ICT施工の原則化

備 考
令和６年度 ＩＣＴ 対象工事

合計施工者希望Ⅰ・Ⅱ型発注者指定型

令和７年度より
原則化

１，９０７１，０３４８７３公告工事件数

ICT土工 １，６９６８４５８５１
うちICT実施工事件
数

８９％８２％９７％実施率

原則化に向け検討

４５１３８６６５公告工事件数

ICT舗装工 ３３７２７２６５
うちICT実施工事件
数

７５％７０％１００％実施率

令和７年度より
原則化

５５１５４０公告工事件数

ICT浚渫工（港湾） ５５１５４０
うちICT実施工事件
数

１００％１００％１００％実施率

令和７年度より
原則化

２２１２１０公告工事件数

ICT浚渫工（河川） ２１１１１０
うちICT実施工事件
数

９５％９２％１００％実施率

原則化に向け検討

１７３１７２１公告工事件数

ICT地盤改良工 １４９１４８１
うちICT実施工事件
数

８６％８６％１００％実施率
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○ 施工計画段階において、運搬経路のシミュレーション実施し、最適な経路に改善。
運搬速度、交差点、車線数等の情報により滞留予測を実施し、最適な運搬経路に見直し。
（４周回/日→５周回/日に増加）

攪拌場の運搬経路は２現場で共有 当初（離合困難箇所有） 改善案

１車線しか確保
できない。 運搬経路（経路変更）

の改善

当初（左回り） 改善案（右回り）

滞留発生

滞留発生
運搬経路（経路
変更）の改善

効 果

・施工計画段階からのシミュレーションにより
運搬の作業量を25%増加（400m3/日→500m3/日）

（4周回/日→5周回/日）
・８日間の工程を短縮（40日→32日）
・運搬に係る作業員を省人化（840人→672人）
（述べ168人削減）

※対象となる土工量：約1.6万ｍ３

②施工データ活用（ICT施工StageⅡ） 取組事例Ⅰ- 1

期間[日]

ダンプ ：20台

バックホウ： 1台

運搬に係る作業に関する効果

40
延べ８４０人

32

延べ６７２人
（▲１６８人）

作業員数（平均）
[人/日]

■：従来

■：施工データ活用

21
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○ 施工計画段階において、運搬経路のシミュレーション実施し、最適な経路に改善。
運搬速度、交差点、車線数等の情報により滞留予測を実施し、ダンプトラックの転回場所を設置。
（10.2周回/日→11.3周回/日に増加）

効 果

・施工計画段階からのシミュレーションにより
運搬の作業量を14%増加（420m3/日→477m3/日）

（10.2周回/日→11.3周回/日）
・4日間の工程を短縮（29日→25日）
・運搬に係る作業員を省人化（377人→325人）
（述べ52人削減）

※対象となる土工量：約1.2万ｍ３

滞留発生

当初 スイッチバック

改善後

転回場所設置による運搬経路の改善

改善後改善前

11,3周回10.2周回運搬回数（日）

477m3420m3運搬土量（日）

当初の運搬経路と改善後の運搬経路の比較運搬シミュレーション結果（ダンプ運搬の滞留状況の見える化）

②施工データ活用（ICT施工StageⅡ） 取組事例Ⅰ- ２

31
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

○中部地整のDXの取り組み
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○中部DX大賞は、建設現場の生産性向上に係る優れた取組をベストプラクティスとして広く紹介するために
令和３年度に創設し、令和６度が４回目となります。

〇令和６年度は、大賞１件、奨励賞２件、敢闘賞７件を表彰しました。

＜大賞＞ 【it-Series】で実現するi-Construction ～先進技術で建設業界の未来を創る～【大成建設株式会社】

令和６年度 中部DX大賞 表彰式（Ｒ７.２.２７）

中部ＤＸ大賞　奨励賞

協和設計株式会社 ３次元モデル活用による土量バランス計画の省力化・精度向上

豊田市役所
コンパクトな可搬型MMSを活用した道路パトロールによる道路メン
テナンスの高度化・効率化

件名（キャッチコピー）応募者名

中部ＤＸ大賞

大成建設株式会社
【it-Series】で実現するi-Construction
～先進技術で建設業界の未来を創る～

件名（キャッチコピー）応募者名

中部ＤＸ大賞　敢闘賞

株式会社オリエンタルコン
サルタンツ

３Ｄ河川管内図とワンコイン浸水センサの活用の取り組み

パシフィックコンサルタンツ
株式会社

「水防災業務支援システム」による出水時対応の省力化

株式会社ニュージェック トンネル点検における3次元可視化による業務の効率化

株式会社IHIインフラ建設
床版施工におけるMR技術（複合現実技術）・AR技術（拡張現実技
術）の活用

東亜建設工業株式会社
AIを活用した作業船の基礎材投入管理システムをはじめとした生
産性向上

矢作建設工業株式会社
転圧管理システムDual Mast Rollerを用いた盛土管理業務の効率
化への取組み

大日コンサルタント株式会
社

知識のデータ化で社内DXを加速する『D-ナレッジ＆D-1グランプ
リ』の取り組み

件名（キャッチコピー）応募者名

生コン情報・運搬情報の一元化（見える化）により、数量の
最適化、運搬情報のトレーサビリティ確保、帳票作成の効
率化等を図り、建設現場のオートメーション化に貢献

大賞受賞者

中 部 地方整 備局
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丸山ダム

運搬容器

目標地点

発進地点
約75m

約230m

運搬容器

目標地点までケーブルクレーンの
自律運転で揺動を抑えて運搬・放出

バイバックによるコンクリート
締固め動作の自動化を実現

熟練した作業員の運転技術を自律運転で再現

バイバックの遠隔・自動運転（無人運転） 38



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

○その他
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「建設技術フェア２０２５ｉｎ中部」ポートメッセなごやで開催






40



「建設技術フェア２０２５ｉｎ中部」～講演・式典など～



「建設技術フェア２０２５ｉｎ中部」～主催者企画～



「建設技術フェア２０２５ｉｎ中部」～各部出展の様子～



建設技術フェア２０２５ｉｎ中部 技術コンペティション

夢をつくるプロジェクト２０２５







建設技術フェア２０２５ｉｎ中部 技術コンペティション

夢をつくるプロジェクト２０２５



建設技術フェア２０２５ｉｎ中部 技術コンペティション

夢をつくるプロジェクト２０２５



建設技術フェア２０２５ｉｎ中部 技術コンペティション

夢をつくるプロジェクト２０２５
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